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研 究

幼児の生活行動および疲労症状発現度との関係

米山　京子1），池田　順子2）

〔論文要旨〕

　奈良市および近郊都市の幼稚園4園，保育園3園の3～6歳児男女624名について社会生活，食行動，

疲労症状発現の現状を示し，問題点を明らかにした。生活行動に数量化皿類分析を適用して得られた生

活パターンと疲労症状発二度との関係を分析したところ，生活時間の規律性の有無が疲労症状発現度と

有意の関連を示し，規律性がなく食生活に問題があるパターンと規律性がなく就寝が遅い室内遊びパ

ターンで疲労度が高く，規律性があり外遊び型のパターンでは疲労度は最も低かった。

Key　words＝生活習慣，ライフスタイル，食行動，疲労症状，生活リズム，幼児

1．はじめに

　核家族化，少子化，子育て中の女性の就労の

増加など育児環境や育児をめぐる状況の変化は

育児力の低下を招き，外遊びが少ない，就寝時

間が遅い，不適当な食生活など幼児の生活全般

に変化をもたらしている1）～3）。一方，保育現場

においては最近の子どもについて，睡眠不足，

体力がない，無表情，ストレスの発散がわから

ないなど心身の疲労症状が指摘されてお

り3ト5），不適当な生活習慣が幼児の疲労症状発

現に関係していることが推測される。

　幼児期は基本的生活習慣が形成される重要な

時期である。生活習慣と疲労症状との関連につ

いて，小・中学生についてはすでに多くの報告

が見られ6）～8），両者の関連が明らかである。幼

児についても不適当な生活習慣によって疲労症

状が生じているとすれば，小児生活習慣病予防

あるいはその予備軍防止の観点から9ト12），また，

疲労症状により園生活や遊びに意欲的，集中的

に取り組めなくなることも考えられ4）13），心身

の発育発達への影響もあり得ることから軽視で

きない問題である。

　幼児の生活と疲労症状について，食生活に注

目した報告は比較的多いが12）’4）一’　16），生活行動を

総合的に捉えて関連を検討した論文は散見され

るにすぎない4）。ことに幼児の場合，生活活動

は睡眠，食事などの生理的要素，意欲，情緒な

どの精神的要素，遊び，塾通い，園生活など社

会的要素が相互に深く関連していると考えられ

ることから，個々の生活要素として捉えるので

はなく，それらをトータルした生活パターンと

して認識し，不適当な生活パターンを是正する

必要があろう。

　そこで，本研究では奈良市内の幼稚園，保育

園児について社会生活，食生活，疲労症状発現

の現状を把握し，生活全般を総合的に捉えた生

活パターンと疲労症状発現との関係を分析し，

幼児の健康的なライフスタイルについて検討し

たので報告する。

ll．方 法

1．対象児数，調査方法

　平成10年および11年の8～10月に奈良市およ

び近郊都市の幼稚園4園，保育園3園の3～6

歳児男女845人を対象に，担任教諭・保育職員
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を介して園児の保護者に調査用紙を配布した。

保護者へは調査の趣旨，目的を明記し調査への

協力を依頼した。調査用紙は無記名で日常の状

況を保護者が記入するこどとし，プライバシー

を保護するために封筒入りで回収した。回収数

は平成10年度は幼稚園192人，保育園75人，平

成1ユ年度幼稚園225人，保育園132人で合計624

人（男児324人，女児300人；3，4歳214人，5，

6歳410人〉，回収率73．8％であった。なお，幼

稚園，保育園ともll年度は10年度とは異なる施

設であり対象児の重複はない。

2．調査内容

　調査領域は，1）起床，就寝を含む社会生活，

2）食行動および各種食品，嗜好品の摂取状況，

3）体格，4）疲労症状発現頻度である。調査項

目数は社会生活に関して10項目，食行動に関し

て12項目で，先行研究を基にして各項目につい

て2～3のカテゴリーを設定した。なお，食行

動の4項目は平成11年度のみの調査である。食

品，嗜好品の摂取状況については9種の食品群

；卵，肉類，魚介類，乳・乳製品，大豆・大豆

製品，野菜類，海藻類，いも類，果物と過度の

摂取が好ましくない食品，嗜好品として3種目

ジュース・コーヒー・紅茶類，スナック菓子，

インスタント食品について，①毎日摂取する，

②2，3日に1回，③週に1回，④ほとんどと

らないの4つのカテゴリーで設問した。体格は

身長と体重を調査し，疲労症状については東京

都17）および先行研究4）を参考に13項目について，

発現頻度を，①2，3日に1回以上，②週に1，

2回程度，③ほとんどないの3つのカテゴリー

で設問した。

3．解析方法

①　疲労状況の評価

　幼児期の疲労状況を把握するには，身体的お

よび精神的な愁訴，不調の状態を総合的に量的

に捉える必要があると考え，疲労症状13項目に

ついて，出現頻度が「2，3日に1回以上」を

2点，「週に1，2回」を1点，「ほとんどない」

を0点として加算した値を疲労得点とし疲労度

を示す指標とした。疲労得点の分布は正の歪度

を持っていたため，平均値と標準偏差を参考に

小児保健研究

疲労得点0～1点を疲労度「低い」，2～9点

を「普通」，10点以上を「高い」の3群に分類

して解析に用いた。

②食品類摂取状況の評価

　各種栄養素をバランスよくとるためには，毎

日多種類の食品をとることが必要であるという

考え方から，食品摂取を評価する指標として，

9種の食品群について「毎日食べる」を3点，

「2，3日に1回」を2点，「週に1回」を1点，

「ほとんど食べない」を0点として，個別に加

算しバランス得点とした。得点が高い程，偏り

なく多種類の食品を摂取していることを意味す

る。得点の分布はほぼ正規分布であった。嗜好

品については摂取頻度を同様に得点化した。

③解析
　社会生活，食行動の各項目のカテゴリー間で，

疲労度3群の出現比率を比較した。また，食品

摂取の各得点については，それらの平均値を疲

労度3段階で比較した。各々の生活習慣の相互

の関連性を考慮した生活構造を探索するため

に，3～6歳児全員を対象にして，社会生活，

食行動の項目の中から疲労度と比較的関連の大

きかった社会生活10項目，食行動8項目の計18

項目の各カテゴリーに対する回答パターンに数

量化皿類の分析を適用した。得られた上位2つ

の固有値に対応する因子のカテゴリースコアを

基に各因子の意味を検討した。次に各児別に算

出された上位2因子の因子得点の分布と食生活

および疲労度との関連を分析した。有意性検定

には1元配置の分散分析法およびX2検定を用

い，危険率5％を有意水準とした。計算には

SPSS，　Release　llJを用いた。

皿．結 果

　対象者の年齢別，性別の身長，体重の平均値

は平成12年度の乳幼児身体発育標準値とほとん

ど異ならなかった（データ略）。

　社会生活および食行動について各カテゴリー

の分布状況を表1，表2に示す。就寝「10時以

降」が幼稚園9．9％に対し保育園39．4％，園に

通うのが「楽しみでない」が幼稚園9．1％に対

し保育園26．1％で，いずれのカテゴリーも保育

園が高率で，園問の相違は有意であった。また，

主な遊び場は幼稚園，保育園共に「家の中」が
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表1　社会生活の状況および疲労症状発現度との関係

状況
疲労度との関係（幼稚園児につい

ﾄ）疲労度（％）
生活項目 カテゴリー

幼稚園　保育園

i％）　（％）
Z2 低い　　普通　　高い Z2

①7時まで 26．4　　40．2 25．5　　63．2　　11．3

Q1　起床時刻 ②7時～7時30分 45．3　　33．0 13．8串 21．2　　60．3　　18．5 ll．4＊

③7時30分以降 28．3　　26．8 16．1　　55．3　　28．6

①9時まで 34．4　　　7．7 25．5　　59．9　　14．6

・Q2　就寝時刻 ②9時～10時 55．7　　52．9 99．7料 18．5　　62．1　　19．4 10．8＊

③10時以降 9．9　　39．4 15．4　　48．7　　35．9

①楽しみ 90．9　　73．9 22．3　　59．8　　17．9
Q3　園に通うのは

②楽しみではない 9．1　　26．1

31．6＊＊

8．1　　56．8　　35．1

8．4＊

①家の中 56．2　　64．3 16．8　　61．5　　21．7

Q4　主にどこで遊ぶか ②家の外 29．7　　26．5 N．S 31．1　　58．0　　10．9 16．0榊

③両方 14．1　　9．2 15．8　　56．1　　28．1

①1人 23．9　　28．5 17．4　　58．7　　23．9

Q5　主に何人で遊ぶか N．S N．S

②複数 76．1　　71．5 20．9　　60．9　　18．2

①30分未満 30．4　　52．2 18．9　　57．3　　23．8

Q6　外で遊ぶ時間は1
@　　日に

②30分～1時間 31．9　　33．0 40．9＊＊ 19．0　　59．6　　21．4 N．S

③1時間以上 37．7　　14．8 22．0　　63．3　　14．7

Q7　テレビやテレビ
①1時間未満 39．2　　42．0 25．2　　58．7　　16．1

ゲーム，ビデオに ②1～2時間未満 44．2　　42．5 N．S 20．1　　61．5　　18．4 N．S

費やす時間
③2時間以上 16．6　　15．5 13．4　　56．7　　29．9

Q8　塾やおけいこ事，
①通っていない 33．8　　71．6 28．7　　57．3　　14．0

スポーツ教室に通 ②週に1回 35．8　　18．8 81．5＊＊ 15．0　　65．7　　19．3 11．9＊

うか
③週に2回以上 30．4　　　9．6 18．5　　56．5　　25．0

①戸外で遊ぶ 60」　　63．2 21．8　　60．2　　18．0

Q9　休日の主な過ごし
@　　方

②家の中で遊ぶ 24．9　　18．4 N．S 14．0　　60．0　　26．0 N．S

③その他 15．0　　18．4 29．5　　55．7　　14．8

①よくする 30．6　　23．2 24．8　　62．0　　13．2

Q10お手伝いするか ②時々する 61．2　　62．3 8．1＊ 21．1　　57．8　　21．1 N．S

③あまりしない 8．2　　14．5 6．1　　63．6　　30．3

＊＊ Fp〈0．01　＊：p＜0．05N．S．有意辱なし

最も高く，主に「1人遊び」が幼稚園23．9％，

保育園28．5％，「外遊び30分未満」が幼稚園

30．4％，保育園52．2％であった。また，テレビ．

ビデオ時間「2時間以上」が幼稚園，保育園と

もに約16％であった。塾やおけいこ事では「週

に2回以上」が幼稚園で30．4％と高く，混晶の

相違は有意であった。食行動について，欠食す

ること「あり」は保育園24．2％で幼稚園17．5％
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表2　食行動の状況および疲労症状発現度との関係

状況
疲労度との関係（幼稚園児につ

｢て）疲労度（％）
項目 カテゴリー

幼稚園保育園
i％）　（％）

κ2 低い　普通　高い Z2

Qll　3食のうち欠食の

@　　有無

①どれかにある

Aない

17．5　24．2

W2．5　75．8
3．9＊

11．9　53．8　34．3

Q3．1　60．5　16．4

12．9＊＊

Q12△
@　　外食の頻度（／月）

①0～2回

A3回
B4回以上

69．1　72．5

P5．7　　9。9

P5．2　17．6

N．S

18．5　61．6　19．9

Q5．7　62．9　11．4

R6．4　45．4　18．2

N．S

Q13　△
@　　外食の場所は主に

①ファーストフード店

Aファミリーレストラン，他

35．6　27．8

U4．4　72．2
N．S

20．0　56．7　23．3

Q5．7　60．l　l4．2

N．S

Q14△
@　　朝食は誰と食べる

@　　か

①家族全員

A誰かと一緒に

B本人のみ

17．3　31．1

V5．6　59．8

V．1　　9．1

10．5＊＊

35．1　51．4　13．5

P9．8　61，6　18．6

Q3．1　53，8　23．1

N．S

Q15△
@　　夕食は誰と食べる

@　　か

①家族全員

A誰かと一緒に

B本人のみ

29．5　50．4

U9．6　49．6

O．9　　0．0

16．4＊零

21．3　63．9　14．8

Q3．0　57．9　19．1

T0．0　　0．0　50．0

N．S

Q16朝食の時間
①ほぼ決まっている

A決まっていない

97．4　93．3

Q．6　　6．7
6．0＊

20．8　60．4　18．8

P8．2　36．4　45．4

N．S

Q17夕食の時間
①ほぼ決まっている

A決まっていない

94．7　91．3

T．3　　8．7
N．S

22．1　59．8　18．1

O．0　54．5　45．5

12．9＊＊

Q18　朝食にかかる時間

①10分以内

A10分～20分

B20分以上

15．4　15．3

S2．8　49．8

S1．8　34．9

N，S

20．0　63．3　16．7

P8．0　62．2　19．8

Q3．7　56．2　20．1

N．S

Q19　夕食にかかる時間

①ll分以内

A10分～21分

B21分以上

12．5　17．8

R8．1　38．5

S9．4　43．7

NS

18．0　58．0　24．0

Q2．1　62．5　15．4

Q1．3　57．5　21．2

N．S

Q20食事時間
①楽しみ

A楽しみでない

60．9　56．9

R9．1　43．1
N．S

25．3　57．7　17．0

P3．9　62．7　23．4

8．3寧

Q21おやつの回数

①毎日2回以上

A毎日1回
Bあまり食べない

20．1　33．0

U7．9　60．3

P2．0　　6．7

14．5零＊

18．5　60．5　21．0

Q0．7　60．8　18．5

Q4．5　53．1　22．4

N。S

Q22おやつの与え方

①量，時間とも決めて

Aどちらかだけ決めて

B欲しい時欲しいだけ

35．4　34．1

T1．1　47．6

P3．5　18．3

N．S

27．1　55．7　17．2

P9．5　62．4　18．1

P1．1　57．4　31．5

10．5＊

＊＊ Fp〈0．01＊：p＜0．05N．S．：有意差なし

△：平成11年度のみの調査項目，対象児数360人（幼稚園226人，保育園134人）

より高く，朝食を誰と食べるかでは保育園では

「家族全員」が31．1％，「本人のみ」が9．1％と

いずれも幼稚園より高く，両項目とも園間の相

違は有意であった。また，食事時間が「楽しみ

でない」が両園ともに約4割とかなり高く，お

やつは「毎日2回以上」が幼稚園で20．1％，保

育園で33．0％と高く，おやつは「欲しい時欲し

いだけ」が幼稚園13．5％，保育園で18．3％見ら

れた。

　疲労症状の出現頻度について，個々の疲労症
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状出現率は幼稚園，保育園とも男女間で有意差

を認めなかったため，男女合わせた出現率を求

めた。園別に図1に示す。出現頻度が2，3日

に1回以上，週に1，2回転含めて「症状あり」

とすると，幼稚園，保育園いずれも「朝の寝起

きが悪い（幼46．7％，保65．4％）」，「あくびが

出ている（幼41．5％，保40．4％）」，「すぐ疲れ

たという　（幼44．3％，保38．7％）」，「昼間家の

中で寝ころぶ（幼54．9％，保38．8％）」，「食欲

がない（幼37．7％，保38．0％）」，「気分にむら

がある（幼40．2％，保41．9％）」が出現割合が

高く，「朝の寝起きが悪い」は保育園が，「昼間

家の中で寝ころぶ」では幼稚園が有意に高かっ

た。また，「かんしゃくで手がつけられない」

が保育園では30．3％と有意に高かった。

　疲労症状の出現頻度によって得点化した合計

得点を用いて分類した疲労度の比率は，幼稚園

では疲労度「低い」（0～1点）が20．6％，「普
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　　＊’：p〈0．01　幼稚園と保育園の比較

図1　疲労症状出現率
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通」（2～9点）が59．4％，「高い」（10点以上）

が19．8％で，分布は保育園の場合もほとんど異

ならなかった。社会生活および食行動と疲労症

状出現比率との関連を幼稚園児について表1，

表2に併記した。社会生活では，幼稚園では起

床時刻，就寝時刻，園の楽しみ，主な遊び場，

習い事の回数の項目で疲労度と有意差があり，

「7時半以降に起きる」，「10時以降に寝る」，「園

に通うのは楽しみでない」，「主に家の中で遊ぶ，

家の中または外で遊ぶ」，「習い事週に2回以上」

の場合に，疲労度「高い」比率が高く，疲労度

「低い」比率が低かった。また，有意差は見ら

れていないが，テレビ，ビデオに費やす時間が

「2時間以上」の場合，疲労度「高い」比率が

高かった。

　一方，保育園の場合，有意差の見られた項目

は，園が楽しみかとお手伝いするかの2項目で，

幼稚園と同様に「楽しみでない」場合に疲労度

「高い」の比率は35．4％と高かった。お手伝い

は「よくする」では疲労度「低い」が25．5％「高

い」が10．6％に対して，「あまりしない」では

疲労度「低い」が6．9％「高い」が48．3％と相

違が大きかった。

　食行動と疲労度との関係について，幼稚園で

は欠食の有無，夕食の時間，食事の楽しみ，お

やつの与え方の項目で有意差があり，「欠食あ

り」，「夕食時間が決まっていない」，「食事が楽

しみでない」，「おやつは欲しい時欲しいだけ」

の場合に，疲労度「高い」比率が高く，「低い」

比率が低かった。保育園の場合は欠食有無とお

やつの与え方の2項目で，「欠食あり」，「おや

つは欲しい時欲しいだけ」の場合に疲労度「高

い」がそれぞれ36．296，40．5％とかなり高かっ

た。

　表3に園別，疲労度別（幼稚園児について）

に食品摂取のバランス得点，ジュース類得点，

BMI（5，6歳について）の平均値，標準偏差

を示す。幼稚園，保育園間ではいずれも有意差

は見られなかった。なお，ジュース類の摂取頻

度は，幼稚園，保育園とも，「毎日とる」が約

4割と高率であった。疲労度との関係では，幼

稚園ではバランス得点，ジュース類，スナック

菓子得点すべて有意差があり，疲労度「高い」

群ではバランス得点が低く，ジュース類および
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表3　園別食品摂取得点，BMI（Body　Mass　Index）の平均値，標準偏差，および疲労度との関係

☆ 疲労度との関係（幼稚園児について）
項目

幼稚園 保育園 低い 普通 高い F値

バランス得点II M
S
D

20．3

R．40

19．4

P．90

20．9

Q．8

20．3

R．3

19．6

R．8
3．13＊

市販のジュース・コーヒー・紅茶21 M
S
D

1．93

O．35

2．05

O．97

1．59

P．15

1．97

P．06

2．15

O．96
5．44＊＊

スナック菓子21 M
S
D

1．85

O．91

1．78

O．91

1．7

kl

1．9

O．9

2．0

O．8
3．76＊

レトルト・インスタント食品〔21 M
S
D

0．97

O．74

0．79

O．73

0．8

O．7

1．0

O．7

1．1

O．7
2．00

BMI（5，6歳児のみ） M
S
D

15．4

P．63

15．3

P．30

15．5

Q．6

15．4

P．4

15．3

P．7
0．24

M：平均値，SD：標準偏差，＊＊：p〈0．01，＊：p〈0．05

（1）：9つの食品群｛卵，肉類，魚介類，乳・乳製品，豆・豆製品，野菜，海藻類，いも類，果物　について

　　毎日とるを3点，2，3日に1回を2点，週に1回を1点，ほとんど取らないを0点として加算した値

（2）：毎日とるを3点，2，3日に1回を2点，週に1回を1点，ほとんど取らないを0点とした値

☆幼稚園，保育園間の比較ではすべて有意頑なし

スナック菓子得点が高かった。また，BMIでは

疲労度との関連は見られなかった。保育園でも

ほぼ同様の傾向が認められたが，ジュース類得

点のみが有意であった。

　幼稚園と保育園間では生活状況が異なってい

たため，数量化皿類の分析は平成10，11年度の

幼稚園児（3～6歳）のみを対象として行った。

数量化皿類の分析に用いた変数，カテゴリー分

類および分析の結果得られた上位2因子に対応

するカテゴリースコアを表4に，それらをX，

Y軸平面上にプロットした2次元散布図を図2

に示す。各因子の固有値は順に0．147，0．106で，

全分散に対する各成分の寄与率は14．7％，

10．6％であった。この場合，1項目でも欠損値

のある対象者を除外したため対象者数は353人

である。第1因子は「おやつは量・時間とも決

めて」，「起床時刻は7時まで」，「就寝時刻は9

時まで」の場合に負の大きな値，「朝食時間決

まっていない」，「夕食時間決まっていない」，「お

やつは欲しい時欲しいだけ」，「起床時刻7時半

以降」，「就寝時刻10時以降」の場合に正の大き

な値を示すことから，生活時間の規律性を示す

因子で，正値で絶対値が大きい程規律性が低く，

負値で絶対値が大きいほど規律性が高いと解釈

できる。第2因子は「外遊び1時間以上」，「家

の外で遊ぶ」の場合に負の大きな値，「外遊び30

分未満」，「1人で遊ぶ」，「家の中で遊ぶ」の場

合に正の大きな値を示すことから，遊び・活動

性の因子で，正では室内型，負では戸外活動型

と解釈できる。各因子得点と疲労度の関係を表

5に示す。第1因子のみが有意で，因子得点の

平均値は疲労度「高い」場合に正で，「低い」

場合に負であった。

　図2を見ると第1象限，規律性なし＋室内型

には，「家の中で遊ぶ」，「1人遊び」，「テレビゲー

ム2時間以上」など，第4象限，規律性なし＋

戸外活動型には，「欠食あり」，「幼稚園楽しみ

ではない」，「おやつは欲しい時欲しいだけ」な

どのカテゴリー，一方，第2象限，規律性あり

＋室内型には，「欠食なし」，「食事時間楽しみ」，

「テレビやゲーム1時間未満」など，第3象限，

規律性あり＋戸外活動型には，「休日は戸外で

過ごす」，「朝食時間20分以上」，「複数で遊ぶ」

などのカテゴリーがそれぞれ相互に近い座標に

位置し関連していることがわかる。

　各児の因子得点を直交座標に散布し，各因子

得点が平均値±1標準偏差以内に位置する児は

比較的平均的な生活パターンであるとして第5
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表4　数量化皿類分析によるカテゴリースコア N：対象児数

変数 カテゴリー N 第1因子 第2因子

Q1　起床時刻

①7時まで

A7時～7時半

B7時半以降

95

P66

P01

一ユ．56

|O．33

@2．00

　0．94

|0．03

|O．84

Q2　就寝時刻

①9時まで

A9時～10時

B10時以降

124

Q01

R7

一1．79

@0．43

@3．66

　0．23

|0．22

@0．46

Q3　園に通うのは
①楽しみ

A楽しみではない

327

R5

一〇．23

@2．18

　0．07

|0．64

Q4　主にどこで遊ぶか

①家の中

A家の外

B両方

206

P07

S9

　0．91

|1．77

@0．03

　1．76

|2．03

|2．99

Q5　主に何人で遊ぶか
①1人

A複数

84

Q78

　1．80

|0．54

　2．44

|0．74

Q6　外で遊ぶ時間は1日に

①30分未満

A30分～1時間未満

B1時間以上

107

P18

P37

　1．20

@0．18

|1．08

　2．85

@0．22

|2．41

Q7　テレビやテレビゲーム，ビデ

@　　オに費やす時間

①1時間未満

A1～2時間未満

B2時間以上

143

P57

U2

一〇．55

@0．06

@1．10

　0．37

|0．51

@0．43

Q8　塾やおけいこ事，スポーツ教

@　　室に通うか

①通っていない

A週に1回

B週に2回以上

121

P35

P06

　0．57

|0．49

|0．04

一〇．05

|0．23

@0．36

Q9　休日の主な過ごし方

①戸外で遊ぶ

A家の中で遊ぶ

Bその他

220

X6

S6

一〇．75

@1．62

@0．19

一〇．42

@0．82

@0．32

QlOお手伝いするか

①よくする

A時々する

Bあまりしない

108

Q23

R1

一〇．46

|0．11

@2．40

　1．76

|0．38

|3．40

Qll欠食の有無
①どれかにある

Aない

61

R01

　3．13

|0．64

一2．00

@0．41

Q16朝食の時間
①決まっている

A決まっていない

352

P0

一〇．ユ0

@3．69

　0．06

|2．15

Q17夕食の時間
①決まっている

A決まっていない

342

Q0

一〇．20

@3．37

　0．21

|3．51

Q18　朝食にかかる時間

①10分以内

Aユ0分目20分

B20分以上

55

P58

S9

　1．89

@0．55

|1．28

一〇．36

@0．72

|0．63

Q19　夕食にかかる時間

①20分以内

A20分～30分

B30分以上

44

P42

P76

　1．54

@0．ll

|0．47

一〇．61

@0．67

|0．39

Q20食事時間
①楽しみ

A楽しみではない

220

P42

一〇．56

@0．86

　0．69

|1．07

Q21おやつの回数

①毎日2回以上

A毎日1回
Bあまり食べない

72

Q48

S2

　1．30

|0．46

@0．48

一1．18

@0．40

|0．35

Q22おやつは

①量・時間とも決めて

Aどちらか決めて

B欲しい時欲しいだけ

128

P86

S8

一1．41

@0．18

@3．07

　1．17

|0．50

|1．17

固　　有　　値 0，147 0，106
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●：カテゴリー1▲：カテゴリー2■：カテゴリー3：表4参照

4
第

2因子

第2象限 第1象限

3

・外遊び30分未満

●1人で遊ぶ

お手伝いよくする，

2

●療の中で遊ぶ

おやつは量・時間とも決め竃

起床7時まで● 　　　　1
H事楽しみ ▲休日は家の中で過ご

テ．ビやゲーム塒隊欝聾
●　　　■

　　　　　　　　す

pレビやゲーム

就寝10時以璽　　降

就寝9時まぞ Qlld凄2〕 2時間以上

o♀8
一4 一3 一2

@　　幼雑■楽レみ 06Q20
●　　　1　　　　　　　　2

3　第1因子4

　　　休日は戸外で過ご略28

寬條ﾔ20分以上

@　　　　　　　　複数で遊ぶ

　　▲

x9　　Q22

@　－1　・

船やつあまり　　　廟食10分以内

@食べない　　・
@　　タ食20分以内　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　起床7時半以降

凸幼稚園楽しみではない

▲

食事楽しみではな兜・ ■　おやつは

おやつ毎日2回以上 欲しい時

欲しいだけ

家の外で遊　　　　　▲　　3試

一2　・ 欠食あヂ
▲

朝食時間
■ 決まっていない

外遊び1時聞以上

一3 圏

療の中・外

ｼ方で遊ぶ　　　　　　　　　　　　　　■

夕食時間

ﾜっていない

第3象限
お手伝いあまりしない ▲

第4象限
一4

図2　第1因子と第2因子による2次元散布図（数量化皿類分析結果）

表5　上位2因子得点と疲労度との関係（幼稚園児について）

疲労度

低い 普通 高い F値

第1因子 M
S
D

一〇．13

@0．39

一〇．Oll

@O．34

0．17

O．43

12．5零串

第2因子 M
S
D

0，038

O．31

0，003

O．32

一〇．045

@0．36

1．14

M　平均値，SD　標準偏差，＊＊p＜0．Ol

区画として抜き出し，第ユ～第4象限をそれぞ

れ第1～第4区画として（図3参照），5つの

区画間で，分析に用いた3～6歳児を対象に食

品摂取状況および疲労度を比較した。結果を表

6に示す。バランス得点，ジュース類得点，疲

労度との関連はいずれも有意で，第4区画では

バランス得点低く，ジュース類得点高く，疲労

度「高い」比率が最も高かった。第2，第3区

画ではバランス得点高く，ジュース類得点低く，

疲労度「高い」比率が低かった。さらに，5，

6歳児のみについて疲労度の分布を第2区画と

第3区画問で比較したところ，両区画間の相違

は有意ではなかったが，疲労度「高い」比率で

は第2区画19，2％，第3区画10．0％と3～6歳

児全員の場合に較べ両区画間の差が大きかっ

た。結果を表6に併記した。各区画の生活パター

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



第64巻　第3号，2005 393

表6　生活パターンと食品摂取状況および疲労度との関係

バランス得点P ジュース類得点伽 疲労度（％）

分析対象 区画 函数
M　　　　　SD M　　　　　SD 低い　　　普通　　　高い

第1 57 20．1　　　3，2 1．98　　　1．20 14．0　　　　　　52．6　　　　　　33．3

第2 37 21．1　　　2．6 1．69　　　1．12 37．8　　　　　　　48．6　　　　　　　13．5

第3 60 21．4　　　2．8 1．81　　　1．05 36．7　　　　　　51．7　　　　　　11．7

全員
第4 52 18．3　　　3．6 2．31　　　0．95 11．5　　　　　　　51．9　　　　　　　36．5

第5 147 20．4　　　3．4 1．92　　　1．03 13．6　　　　　　70．7　　　　　　15．6

計353 F＝7．4纏 F＝2．45＊ κ』41．5紳

第1 49 20．3　　　3．0 1．93　　　1．25 20．0　　　　　　46．7　　　　　　33．3

第2 29 21．6　　　2。5 1．72　　　1．10 38．5　　　　　　　42．3　　　　　　　19．2

第3 43 21．2　　　2．9 1．73　　　1．06 36．0　　　　　　54．O　　　　　　lO．0

5，6歳 第4 40 18．3　　　3．6 2．32　　　0．94 11．4　　　　　　45．7　　　　　　42．9

第5 l18 20．2　　　3．3 1．83　　　1．04 ユ4．6　　　　　　　72．8　　　　　　　12．6

計279 F＝5．9＊＊ F＝2．09 Z2＝36．2＊串

＊＊ Fp〈0．Ol，＊：p＜0．05，（1），（2）表3参照

遊び・活動性

第2区画
室内型

第1区画

蓬蓬譲論臨．就寝9時まで（壷離i）

▲

テレビゲーム2時間以上

]鶴謙ζ
A寝10時以降

i　疲労度高い一）

第5　画謬讐騨 鯉性［i亜司

食事のバランス得点高い

｡数で外遊び1時間以上
x日は戸外で過ごす

i十度最も璽）
響

欠食あり

H事のバランス得点低い
Wュース類摂取多い
c稚園楽しみではない
ｨ手伝いしない

i測度最も童）

篤3区画
戸外活動型

第4区画

　　　　　＃：両因子の平均値±1標準偏差内を平均的パターンとした

図3　幼児の生活パターンと疲労度の関係

ンと疲労度の関係の構図を図3に示す。

N　考 察

①幼児の生活状況，疲労状況の現状

　生活状況では，夜10時以後の就寝が保育園児

で約4割見られ，それに対応して保育園児では

「朝の寝起きが悪い」が多く出現しており，両

親の就労など家庭の養育環境が就寝，起床リズ

ムに影響していることが窺える。近藤らの調

査s8）でも保育所児では4～5割が10時以降と

なっている。

　幼稚園児について，主な遊び場が「家の中」

が6割，外遊び「30分未満」が3割と全般的に

外遊びが少なく，テレビゲーム等2時間以上が

2割弱，塾やおけいこ事週2回以上が3割と，

家の中での遊びや習い事が多いという生活状況
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である。これらの数値は子ども資料年鑑

（2003）1）に見られる全国的な傾向とほぼ同様で

ある。

　幼児の食行動において，幼稚園と保育園いず

れも2割程度に欠食があり，朝食を一人で食べ

るが1割近く，食事時間は楽しみではないが4

割程度見られた。朝食の欠食については，大規

模な保育園児の調査でも朝食の欠食は3割に

上っているという報告19），また，10年前と比較

して朝食を摂取していない子が目立つという回

答が保育園職員の約半数によってなされている

という報告20）がある。

　さらに，「食事時間が楽しみでない」が幼稚園，

保育園ともに4割にも上る。この項目は食生活

の状況を決定的に示すと考えられるが，その背

景として「おやつ毎日2回以上」，「おやつは欲

しい時欲しいだけ」がそれぞれ2～3割，1～

2割見られており，不規則に間食がなされ食事

前に空腹でない状況が窺える。

　疲労状況について，幼稚園，保育園ともに，

あくびが出ている，食欲がない，すぐ疲れたと

いう，昼間家の中で寝ころぶ，気分にむらがあ

る，などの疲労症状の出現がいずれも10％を超

え，時々の出現も含めると約4割に達していた。

幼児の疲労症状出現状況については，成人や小

中高生の場合に較べ報告が少ないが，京都市の

幼児4）とはほぼ同じで，近年の幼児の健康状況

を示していると言えよう。

　一人当たりの症状保有数として見ると，疲労

度「低い」（0～1点）が20．6％，「高い」（10

点以上）が19．8％で，疲労症状を全く有しない

か1つ以下が2割，2，3日に1回以上出現す

る症状を4つ以上保有する児が2割存在してい

る。これらの値はほぼ同様，同数の設問項目で

調査した中学生の疲労状況6）と類似しており，

幼児の疲労状況が中学生レベルともほとんど異

ならないことが推測される。

②生活構造と疲労度の関連

　幼児の生活構造を示す上位2つの因子とし

て，生活時間の規律性と遊び・活動性が抽出さ

れた。すなわち，起床，就寝，食事など基本的

な生活習慣に規律性があるか否か，遊び・活動

性が主に室内か戸外かが幼児の生活の個人差を
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示す主要な2要因である。

　規律性因子のみが疲労度と有意の関連を示し

た。すなわち，疲労発現には生活時間の規律性

が決定的に影響すること，起床や就寝，食事時

間などに規律性がある場合に疲労度は低く，規

律性がない場合に疲労度は高いと言える。

　5つの区画間で比較すると，最も疲労度の高

いのは第4区画，すなわち規律性なし＋戸外活

動型のパターンで，「欠食がある」，「おやつは

欲しい時欲しいだけ」，「起床7時半以降」，「幼

稚園楽しみではない」，また，「夕食時間決まっ

ていない」，「お手伝いあまりしない」というカ

テゴリーに該当する児が含まれ，食事バランス

得点は低く，ジュース類得点は高かった。すな

わち，このパターンは食生活全般に問題があり，

「幼稚園楽しみではない」，「お手伝いあまりし

ない」など園生活にも意欲的に取り組めず，家

族の一員としての関わりも少ない，いわゆる放

任された養育環境にあることが窺える。不規則

な行動や食事，食事内容が疲労症状を誘発し，

園生活にも影響を及ぼしていると考えられる。

毎日の生活が規律正しくなされている場合には

じめて活動意欲が沸き，外遊びを楽しむことが

でき，外遊びの効果が現れると考えられる。生

活リズムの乱れた子どもでは食事回数や食事内

容に問題があるという報告が他にもある21）。

　同じく，第1区画，規律性なし＋室内型パター

ンも疲労度は高い。「1人で遊ぶ」，「テレビゲー

ム2時間以上」，「就寝10時以降」など夜型，室

内型，1人遊び型である。就寝時刻の遅い夜型

生活児では寝つき，寝起きが悪いことが報告さ

れており18），睡眠不足や眼性疲労など生理的に

疲労が発現したものと考えられる。また，習慣

的な1人遊びは幼児期の社会性への影響も考え

られ，仲間と遊べない，園生活になじめないな

ど精神的疲労も生じていると考えられる。就寝

時刻が23時以降の幼児では生活リズムが不規則

で，園へ喜んで行かない，友達関係に問題があ

るという本所見を支持する報告がある22）。

　一方，生活時間に規律性がある場合の生活構

造としては第2区画の室内型と第3区画の戸外

活動型に分けられる。疲労度が最も低いのは戸

外活動型で，身体発育や運動機能の発達の著し

い5，6歳児のみでは室内型との相違は大きく
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なった。この型では食品摂取バランスもよく，

ジュース類摂取は少なかった。すなわち，規律

正しい生活が基盤にあって十分な外遊びをする

ことは，心理的な充実感やエネルギーの発散が

食欲に繋がり，規律性，外遊び，食事の3者が

相互に良い方向に作用し，疲労症状が最も少な

くなることから，健康的なライフスタイルであ

ると言えよう。他にも，幼児で外遊びと食生活，

疲労症状とが密接に関係していることが報告さ

れている4）。

　幼児の外遊びについて，園での身体活動量が

1日4，000歩以上が疲労症状訴えスコアが低い

という報告23）があり，本研究と同様に外遊びゃ

身体活動が健康と関連することが示されてい

る。

　また，第2区画の規律性あり＋室内型でも疲

労度は低い。「おやつは量，時間とも決めて」，「食

事は楽しみ」のカテゴリーが含まれ，バランス

得点は高く，ジュース類得点は低いなど，規則

正しい生活で食生活が良好であることから疲労

度が低いと考えられる。

　幼児の食生活と健康との関連については，

種々報告があり4）15）16），本研究結果も一致して

いる。

　本研究の対象は限られた地域の幼児である

が，さらに地域を広げる，あるいは保育園児も

加えて属性を広げるなどにより，同様の傾向が

認められるか，今後検証していく必要があろう。

】〉．要 約

　奈良市および近郊都市の幼稚園4園，保育園

3園の3～6歳児男女624名について社会生活，

食行動，疲労症状発現の現状を示し問題点を指

摘した。また，数量化皿類の分析で得られた生

活パターンと疲労症状発現度との関係を分析し

た。疲労度には生活時間の規律性が関係し，規

律性がなく食生活に問題があり，幼稚園は楽し

みではない，お手伝いはしないというパターン，

規律性がなく就寝遅く，1人でテレビゲームと

いうパターンの場合に疲労度が高く，規律性が

あり複数で外遊び型のパターンの場合に疲労度

が最も低かった。
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